














THE COGNITION GIVES ELECTRONIC TERMINAL 
IN ADVANCEMENT OF COMMUNICATION TECHNOLOGY 








Human	 beings	 have	 built	 their	 life-style	 by	 making	 products	 since	 old	 time	 and	 in	 the	 works	 
they	 have	 put	 away	 their	 wisdom	 and	 skills.	 As	 the	 time	 keeping	 changes	 develop	 technologies,	 
products	 also	 keeping	 changes	 with	 their	 life.	 Then	 the	 words	 "analogue"	 and	 "digital"	 
are	 made	 up	 and	 development	 of	 internet	 gave	 impact	 on	 work	 of making	 products.	 All	 was	 
computerized	 and	 the	 world	 come	 to	 overflow	 with	 information.	 Choosing	 the	 accurate	 
information	 in	 the	 world	 becoming	 complex	 like	 complicated	 information	 and	 networked	 
products	 has	 needed	 more	 and	 more	 classification	 of	 it.	 The	 purpose	 of	 this	 study	 is	 
extracting	 of	 elements	 that	 needed	 to	 precise	 expression	 from	 the	 view	 of	 auditory	 and	 
visual	 information.	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図 1	 生活者の家電製品購入プロセス	 
	 




































(1)	 Web サイトとプロダクトデザイン	 













図 5	 ポータルサイトの例（CANON 社 EOS	 5D	 MARKⅢ）	 
(2)	 Web サイトにおけるプロダクトデザイン表現	 



































重工業社の SUBARU	 WRX(図 7)や、ハーレー•ビッドソンの
エンジン音に注力して研究開発されている。	 
	 






































































Roland 社 R-05 を用いてシャッター音を採取し、一元配
置分散分析を行う。(図 10)分散分析を行うことで、採取
したシャッター音をサンプルとして使用可能であるか解
析する。なお、採取音の調整は Adobe 社 Audition を用
いる。 
	 採取した各シャッター音を被験者（男女 16 人）に、













	 録音機材：Roland 社 R-05 WAVE/MP3 RECORDER 
	 再生機材：Microsoft 社 Windows7 64bit 
	 再生ヘッドフォン：SONY 社 MRD-7506 
	 再生環境：Adobe 社 Audition 
【使用カメラ】(図 9) 
	 サンプル１：NIKON 社 D90 
	 サンプル２：CANON 社 EOS X4 
	 サンプル３：PENTAX 社 K-5 
	 サンプル４：OLYMPUS 社 E-510 
	 
図 9	 シャッター音を採取したカメラ群	 
	 

















表 1	 各要因の概要【基礎実験】	 
	 
	 































	 	 	 	 	 	 	 	 	 シャッター音 
	 再生機材：Apple 社 MacBook Air 
	 	 	 	 	 	   プロセッサ：2GHz Intel Core i7、 
	 	 	 	 	 	 	 メモリ：8GB 1600MHz DDR3 
	 再生ヘッドフォン：SONY 社 MRD-7506 
	 CG 制作環境：Autodesk 社 3dsMax2008 
	 	 	 	 	 	 	  ChaosGroup 社 V-ray1.5 
	 分析環境：IBM 社 SPSS Statistics 
 




図 11	 カラー【三段階】	 
 
図 12	 アニメーション【三段階】	 




図 13	 検証ムービーのキャプチャ	 
 
(2)	 結果	 
	 制作した 16 パターンのアニメーションを、被験者（男
女 21 名）に高機能感を感じる順に順位付けしてもらう。
分析時のスコアとして、1 位 16 点、2 位 15 点…15 位 2










る。(表 5,表 6,表 7,表 8,表 9,図 14)	 
表 5	 順位•得点	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表 6	 重要度値(%)	 
	 
	 
表 7	 重要度値グラフ	 
 
 
表 8	 各属性の効用	 
	 
	 
表 9	 各属性の効用グラフ	 
	 
	 
































	 再生機材：Apple 社 MacBook Air 
	 再生ヘッドフォン：SONY 社 MRD-7506 
表 10	 評価対象の属性と水準	 
 
 
表 11	 コンジョイントカード	 
	 
 
図 15	 ファインダーアニメーション【三段階】	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図 16	 検証用 WEB サイトのキャプチャ	 
(7)	 結果	 
	 制作した 12 パターンの Web サイトを、被験者（男女
20 名）に高級感を感じる順に順位付けしてもらう。分析
時のスコアとして、1 位 16 点、2 位 15 点…15 位 2 点、








と考えられる。(表 12,表 13,表 14,表 15,表 16,図 17) 
表 12	 順位•得点	 
 
 
表 13	 重要度値	 
 
 
表 14	 重要度値グラフ	 
 
 
表 15	 各属性の効用グラフ	 
 
表 16	 各属性の効用	 
 
	 













































基盤とし、CSS と JavaScript の動的特性を制作した。 
 
図 18	 提案 WEB サイトのキャプチャ（モデル:１）	 
 
 
図 19	 提案 WEB サイトのキャプチャ（モデル:２）	 
	 
 
図 20	 提案 WEB サイトのキャプチャ（モデル:３）	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